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特集「なばりのきらきらウーマン」 
第 16 回 地域猫見守り隊 すずねこの会 

代表 黒杉 あい さん 
名張できらきら輝く女性へのインタビュー企画・第 16 回

目は、すずねこの会の黒杉さん。活動についてお話されると

きの優しくて真剣な眼差しと、「命を守りたい」という真っ

直ぐで熱い想いがとても印象的でした。 
（インタビューの内容は挟み込みページです） 
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第    第２次 名張市男女共同参画基本計画 

ベルフラワーⅡ（改訂版） 2017～2026 

 

 

名張市では、｢名張市男女共同参画推進条例｣の基本理念に基づき、２００７（平成１９年）３月に 
「名張市男女共同参画基本計画」を策定、２０１７（平成２９）年に「第２次名張市男女共同参画基本
計画ベルフラワーⅡ」を策定し、様々な取組を進めてきました。 
計画策定から１０年以上が経過した中で、市民意識調査の結果など一定の成果を上げてはいるもの 

の、性別による差別的な扱いや、ワーク・ライフ・バランスの推進など、男女共同参画社会を実現す 
るためには、まだ多くの課題が残されています。 
これまでの成果や課題を基に、近年の社会情勢の変化や市民意識調査、またＳＤＧｓ 

の視点を加えて、家庭、教育現場、働く場、地域などあらゆる分野での共同参画と協働 
が進むよう、実効性のある取組を進めていくため、２０２2（令和4）年３月に見直しを 
行い、策定されました。 【参考】https://www.city.nabari.lg.jp/s021/030/090/611/R32siryou2.pdf 

     

 

 

 

 

 

 

 

「ベルフラワーⅡ」と SDGs 
 

 
 

 
 

本計画は、男女共同参画社会の実現をめざし、市民・地域・事業者・市民活動団体・行政がそれぞれ
の役割を果たすとともに、互いに連携・協働して取り組むものであり、この具体的な取組は、SDGsと
同じ方向性を持つものです。「重点課題」「背策の方向性」ごとに関連する SDGs の目標を設定し、「持
続可能な開発のための２０３０アジェンダ」の推進につながるよう、取組を継続していきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://www.city.nabari.lg.jp/s021/030/090/112/kaiteiban.pdf
https://www.city.nabari.lg.jp/s021/030/090/112/kaiteiban.pdf
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【参考】新聞各紙 Wikipedia 
 

女性が離婚後３００日以内に出産した子どもを前の夫の子どもと推定する 
民法の改正案が閣議決定されました！ 

 ～ジェンダーを考えるヒントに～    

  『みっちときりー』  
                   フレンテみえオリジナル《絵本》 

     「おとこのこなのに おはながすきなのか？」 
     「ぼくは みんなとちがって へんなのかな…」 

ミツバチの「みっち」と カマキリの「きりー」 

考え方も好きなものもぜんぜんちがうふたりです。 

ちいさなお子様と一緒に読んでいただける、フレンテみえの絵本。 

「ちがっていてもだいじょうぶ！」 

  「ちがうっていうこともすてきなこと！」 

【参考】三重県男女共同参画センター「フレンテみえ」https://www.center-mie.or.jp/frente/ 

 

「離婚後３００日問題」ってどんなこと？ どう改正されるのかな？ 

「離婚後 300 日問題」とは、日本の民法（明治 29 年法律第 89 号）772 条の

規定およびこれに関する戸籍上の扱いのため、離婚届後 300 日以内に生まれた子

が遺伝的関係とは関係なく前夫の子と推定されること（嫡出推定）、また推定されて

前夫の子となることを避けるために戸籍上の手続きがなされず、無戸籍者の子ども

が生じている問題をいうよ。 

政府が 10 月 14 日に閣議決定した改正案では、離婚後 300 日以内に生まれた子どもで

も母親が再婚している場合は今の夫の子どもと推定するとしているんだ。また、これに伴い

女性のみに規定されている離婚後 100 日以内の再婚禁止規定は廃止されることになるん

だって。政府は年内成立をめざして、十分審議するとしているよ。 

家族の在り方が多様化する中、「嫡出推定」の規定が見直されるのは、明治時代の「民法」

制定以来はじめてで１２０年ぶりなんだよ。 

 

 

   名張市の「DV防止月間」啓発活動実施報告  
11/2（火）に、百五銀行名張支店の壁面を「児童虐待防止推進

月間」のシンボルであるオレンジ色と「女性に対する暴力をなく

す運動」のシンボルの紫色にライトアップしました！ 

また、11/11～22 まで市役所 1 階の証明コーナー前で、11/24
 ～12/7 はやなせ宿で、DV 防止啓発パネル展を開催しました。今       

年度の「女性に対する暴力をなくす運動」のテーマ「性暴 
力を、なくそう」にちなんだ展示となりました。足を運ん 
でくださったみなさま、ありがとうございました！ 

 

百五銀行名張支店の壁面を
ライトアップしました！ 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B0%91%E6%B3%95_(%E6%97%A5%E6%9C%AC)
https://ja.wikibooks.org/wiki/%E6%B0%91%E6%B3%95%E7%AC%AC772%E6%9D%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9B%A2%E5%A9%9A%E5%B1%8A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%84%A1%E6%88%B8%E7%B1%8D%E8%80%85
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編集後記 

２０２２年９月２８日、江南登美さんがご逝去されました。84 歳でした。本つうしんの第１１回「なばり

のきらきらウーマン」にご登場いただき、名張市初の女性校長としてご活躍の現役時代のことや退職

後の地域活動に邁進されていることなどを掲載させていただきました。率直な意見をサラリと述べて

人々を魅了しリードするお人柄にたくさんのことを学ばせていただきました。 

優しくて行動力があり、惚れ惚れするほど凛々しくて、心底教育者でした。 

心からご冥福をお祈り申し上げます。 

つ う し ん 118 号 ア ン ケ ー ト  
つうしんを手に取っていただきありがとうございます。今後の編集のために、ご意見をお寄せください。

ご回答いただいた方の中から抽選で２名様に図書カード 1000 円分を進呈いたします。下記①～⑤の必要事
項をご記入のうえ、メール、ハガキ、または FAX でお送りください。（送料等はご負担ください） 

 
 

① 記事の内容は参考になりましたか？  （ａ） 参考になった  （ｂ） 参考にならなかった 

②「参考になった」を選択された方にお尋ねします。どの記事が参考になりましたか？（複数回答可） 

（ａ）特集「なばりのきらきらウーマン」（ｂ）ベルフラワーⅡ（ｃ）離婚後３００日問題 

（ｄ）絵本のじかん（ｅ）名張市のDV防止啓発実施報告（ｆ）市民文化講座のお知らせ（ｇ）相談日程 

➂ 興味のあるテーマ、今後読みたいと思うテーマはどれですか？（複数回答可） 

（ａ）市内はじめ全国の男女共同参画の取組 （ｂ）世界の男女共同参画の話題 （ｃ）その他（    ） 

④ 特集「なばりのきらきらウーマン」についてご意見・ご感想をお聞かせください。 

⑤ 118 号の記事全体について、ご意見・ご感想をお聞かせください。 

★ お名前、年齢、住所、連絡先、つうしんの号数を明記の上、下記連絡先へお送りください。 

応募締切は ２月１０日 金曜日（必着）です。 
 

 ＜メール宛先＞ danjo-center@emachi-nabari.jp「つうしん 118 号アンケート」 
＜郵送宛先＞〒518-0775 名張市希央台 5-19 名張市男女共同参画センター 宛 
＜FAX 宛先＞ 0595-63-5326 
 

※ ご記入いただいた個人情報は図書カードの発送のみに使用し、当選発表は景品の発送をもってかえ
させていただきます。 

 

＜メールQRコード＞ 

2022年度 市民文化講座 
男女共同参画映画上映会「最高の人生の見つけ方」 

人生のすべてを家庭に捧げてきた大真面目な主婦と、人生のすべてを仕事に捧げてきた大金

持ちの社長。これまでの生活の虚しさに気づいた二人が見つけ出す「最高の奇跡」から、人生を

問い考える映画です。どうぞみなさま楽しく鑑賞してください。 
 
 

 
  

 

 

【来場の際のお願い】駐車場に限りがあるため、できるだけ公共交通機

関をご利用ください。マスクの着用、手指の消毒にご協力ください。

また、発熱や風邪症状の見られる場合はご利用をお控えください。 
 

日  時 2023 年2 月5 日（日）13：30～15：30 
（受付 13：00～） 

場  所 名張市総合福祉センターふれあい「ふれあいホール」 
定  員 ２５０名（定員に達し次第終了） 
参 加 費 無料（整理券が必要です） 
申込方法 ２０２３年 1 月 12 日（木）9 時から整理券を発行しま

す。名張市市民情報交流センターもしくは市役所 4階の
人権・男女共同参画推進室にお越しください。 

 
    

 

mailto:danjo-center@emachi-nabari.jp
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小さな命と向き合い
　　見守る地域活動

当初は肩身の狭い思いをしながらも、活動を続けてきた黒杉さん。その活動の源には、黒杉さ
んの命に対する強い想いがあり、その熱意は地域を動かし、活動の大きな支えになっているこ
とが伝わりました。人も動物も同じ「命」。その一つの命に本気で向き合う姿に黒杉さん「らしさ
」を感じました。

黒 杉 　 あ い さ ん
profile

「男女共同参画」とは「自分らしくあること」ではないかと私たちは考えています。
男らしく、女らしく、ではなく、ありのまま生き生きと暮らす。
そんな風に「自分らしく」人生を歩んでいる地域の女性たちをご紹介します。

地域猫見守り隊　すずねこの会代表

大阪生まれ。小学１年生の頃に名張へ転居し現在
に至る。２００５年に美容サロンを開業。２０２0年
から「地域猫見守り隊すずねこの会」を立ち上げ
活動している。

活動を始めるきっかけを
教えてください。

今後の目標や活動への想いを教えてください。

黒杉さんが伝えたい事はありますか。

見つけた「彼女らしさ」

く  ろ す  ぎ      　 　 あ    い

旅行が好
きで、

コロナ前
までは

年１回海
外に

行ってま
した。

活動を続ける中で大変だった
ことは何ですか？

Special
interview

16

地域からの相談にも対応しています。

　2017年に自宅近所で母猫とはぐれて鳴い
ていた子猫を保護したのがきっかけです。獣
医さんに相談し、保護猫の譲渡会があること
を知りました。この譲渡会のお手伝いをする
ようになって、相談件数の多さや活動地域の
広さを目のあたりにし、成果を感じられず、フ
ラストレーションが溜まっていました。そんな
中、地域で未去勢の雄猫と出会い、団地内
の野良猫の多さに気が付きました。この事が
きっかけで、地域を絞ったTNRが最も効率が
良いと考え、地域限定の活動を始めました。
活動をしている中で、当時の区長さんと出会
い、2020年10月から、地域の環境問題とし

活動だということをもっと知ってもらいたい
なと思います。

　
この活動を終えることが私の目標です。終わら
ないと意味がない活動だと思っています。
外で生きる猫の暮らしの実態は、見た目ほど
穏やかではありません。飢えや渇き、病気や怪
我、暑さ寒さと戦いながら一日一日を必死で
生きています。野良猫を増やすきっかけを作っ
た人間が、「命の排除ではなく、健気に生きる
命と向き合い、責任と愛情をもって見守ること
が当たり前にできる地域づくりを目指す」、こ
れが私の夢であり、この活動の目的です。大人
はもちろん、未来を生きる子どもたちが命の大
切さや尊さを心で感じられる。そんな温かい地
域が名張市中に拡大していけば、とても嬉しく
思います。　飼い主がいない猫を捕獲し、不妊去勢手

術をして、元の場所に戻し、一代限りとなった
地域猫たちのお世話と見守りをする野良猫
のTNR活動をしています。また、健康状態が
著しく悪い、人馴れしている、幼すぎる等で、
TNRが最善ではないと判断した場合、保護、
お世話をして、可能であれば里親を探す保
護活動も行っています。それ以外に、地域で
の啓発や広報による周知の徹底と、猫が関
わるトラブルの相談や改善のお手伝いもして
います。現在は、地域猫2１匹、保護猫１９匹
のお世話と見守りをしています。活動人数は、
副代表1名、預かりボランティアをしてくれる
方が2名、サポーター数名で活動しています。
基本的に、地域限定で活動していますが、他

て、町づくり協議会に属し、地域のボランティ
ア団体として正式に活動することとなりまし
た。ここまで活動を継続することができたの
は、区長さんや地域の皆さんの協力と応援が
あったからだと思います。とても感謝していま
す。

　活動を始めたころは、懐中電灯片手に餌
付けをしていると怪しげに見られることもあ
りました。猫たちのお世話にかかる費用と時
間と労力は決して楽ではありませんが、猫た
ちの命が尊く愛おしくて、心の底から守って
いきたいと思えるからこそ活動を続けること
ができるのだと思います。そして地域の皆さ
んのご理解のおかげで、餌やりさんに対する
苦情も減り、地域猫の管理者として堂々と餌
やりができるようになり、表情も明るくなった
と感じます。今は、応援してくれる人がいて心
強いです。正しい方法が普及した成果だと嬉
しく思っています。
　

　悪者にされがちな餌やりさんは、正しい方
法を知る機会がないだけで、悪者にされるべ
きではないと考えています。私たち、すずねこ
の会の活動は餌代トイレ用品などを、善意で
自己負担して用意してくださる餌やりさんが
いるからこそ成り立っています。また、常に餌
やりさんと連携を取っていることで、地域猫
として生きている子たちのケアや、怪我や病
気、老衰などで外暮らしが困難になってきた
子たちの保護も可能です。国が推進している

活動のことを聞かせてください。

小さな命と向き合い
　　見守る地域活動
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ができるのだと思います。そして地域の皆さ
んのご理解のおかげで、餌やりさんに対する
苦情も減り、地域猫の管理者として堂々と餌
やりができるようになり、表情も明るくなった
と感じます。今は、応援してくれる人がいて心
強いです。正しい方法が普及した成果だと嬉
しく思っています。
　

　悪者にされがちな餌やりさんは、正しい方
法を知る機会がないだけで、悪者にされるべ
きではないと考えています。私たち、すずねこ
の会の活動は餌代トイレ用品などを、善意で
自己負担して用意してくださる餌やりさんが
いるからこそ成り立っています。また、常に餌
やりさんと連携を取っていることで、地域猫
として生きている子たちのケアや、怪我や病
気、老衰などで外暮らしが困難になってきた
子たちの保護も可能です。国が推進している

活動のことを聞かせてください。

小さな命と向き合い
　　見守る地域活動
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